
○ KaBoom!（カブーム）は、
「全米のすべての子どもたちの徒歩圏内に遊び場を作ること」をビジョンとするNPO。

○ 1995年設立以来、全米に1750以上の遊び場を建設し、
約350万人の子どもたちの遊ぶ環境を守っている。

○ カブームは（一部の企業スポンサーによる助成
金などを除いて）金銭的な支援はしないことが原則。

○ カブームは情報提供を主として当事者参画型の
スケールアウトを支援している。

それぞれの地域での公園建設費用や準備費用は、
その地域の人たちが独自に調達する事になっている。

http://kaboom.org/about_kaboom/reports_and_studies/impact_maps

◆ リアル熟議の広め方（スケールアウト戦略）： ＫａＢｏｏｍ! （カブーム）のご紹介 資料9-1



① カブーム主導型建設 （主導する）

カブーム直轄経営による公園・遊び場の建設。地域住民と一緒に
カブーム自身が計画、実行。自ら事例を作り、分野をリードする。

② 当事者参画型建設（種を蒔く）

公園建設までに必要なすべての方法論をウェブサイト上で公開。
実際のプロジェクトの企画と実行は、各地域の当事者である住民や
関係者が自律的に運営する。

③ 全国キャンペーン（人を集める）

公園作りに積極的に関わりたい（１日だけのボランティア以上
の取り組みをし たい）人を「Playmakers（プレイメーカー）」と
名づけ、彼らが、市、町ごとで「Play Board（遊び場建設実行

委員会）」としてチーム化し、市・町に遊び場が増えるように
活動をする。
毎年、「Playful City USA」（全米「遊びの溢れる都市」）を選

出することにより、競争機能を付与。また、参加者を増やす
ことにより、アドボ カシー機能を果たしている。

当事者参画型建設

カブーム主導型建設

http://kaboom.org/docs/documents/pdf/WhatIsKaBOOM.pdf

http://kaboom.org/docs/documents/pdf/2009_Annual_Report_lowres.pdf

◆ カブームのスケールアウト戦略の3本柱

当事者参画型建設の方法を取り入れた途端
爆発的に展開するようになった。



文部科学省の熟議でも、同様の仕組みを展開することで、
全国に熟議の教育現場を生み出していくことにつながるのではないか。

◆当事者参画型遊び場建設について

○ カブーム本部から、各地域に提供されるサービス

カブーム本部は、プロジェクトの実施に必要な全ての情報（下記掲載：遊び場建設に
必要な様々なノウハウのひな型）を無料提供し、各地域コミュニティが、 各自のニーズ
を反映することによって、各ひな型が地域に適応するように後押しする。

○下記のノウハウのひな型をWebサイトにて公開

・ ロードマップ

・ ツールキット
ボランティアの採用の方法 ／資金調達の方法／PRの方法／食事／
こどものアクティビティ／ロジスティクス／安全性／建設／地域住民の巻き込み方／
アクセシビリティ／環境に配慮した建設／土質調査ガイドライン／実用性チェック

・ オンライン研修プログラム

・ 資金調達の方法や機会の提供（チャレンジグラントなど）

・ メッセージボード（SNS） 等


